
　本年度よりコミュニティ・スクールがはじまりました。

コミュニティ・スクールとは「学校運営協議会」を設置している学校のことです。保護者や地域の

みなさんの声を学校運営に生かし、地域と一緒に「特色のある学校づくり」を進めます。

学校運営協議会では、学校運営やそれに必要な支援について話し合います。
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令和５年度は４回の学校運営協議会が行われました。

●第１回　学校運営協議会（５/１２）

　校長から学校運営基本方針についての説明があり、これについて

熟議後、承認されました。その後今後の運営協議会について意見

交換しました。

●第２回　学校運営協議会（７/１２）

　授業参観後、1学期の教育活動や学校支援活動について熟議し、

学校からは生活のきまりの見直しの説明や職場体験での発達級の

受け入れ支援をお願いしました。

●第３回　学校運営協議会（１１/２１）

　福祉体験学習の見学、総合的な学習について熟議しました。また体育大会や文化発表会の振り返りを

しました。学校運営協議会の会議録はホームページにて公開しています。

●第４回　学校運営協議会（２/２７）

　今年度の学校評価（生徒・保護者・教職員）をもとに、教育活動の振り返りをしました。また、いじ

　め防止の取組について確認し、学校運営協議会としての意見を学校と共有しました。

与進中では学校運営協議会を中心とし、地域との橋渡しの窓口となる組織づくり、開かれた学校を目指

杉山　和希さん

委員
（学校支援コーディネーター）

学校運営協議会委員の紹介

佐口　丈夫司さん

栗田　孝代さん

小池　祥之さん

中根　その美さん

間渕　宗親さん

与進中 Ｃ Ｓ だより

コミュニティ・スクールで期待される効果

・学校だけでは実現できない豊か

で多様な体験や学びが充実します。

・多くの人と関わることにより、

夢と希望を持つことができます。

・地域の担い手としての自覚が高

まります。

子供たちにとっては

・保護者同士や地域のみなさんとの

人間関係が構築できます。

・学校や地域に対する理解が深まり

ます。

・地域の中で子供たちが育てされて

いるという安心感があります。

保護者にとっては

・地域のみなさんの理解と協力

を得た学校運営が実現します。

・地域のみなさんの協力により、

教育活動の充実と子供と向き合

う時間の確保につながります。

教職員にとっては
・経験を生かすことで、子供や地域の役に

たっているという充実感につながります。

・学校を通して多くの人と交流することが

できます。

・学校と連携・協働して子供たちを育むこ

とにより、地域の活性化につながります。

地域のみなさんにとっては
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します。地域のみなさまのご協力をよろしくお願いします。


